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看護における職業的アイデンティティに関する研究の動向と課題

原頼子 I），後閑容子 2)

要約 ：；本稿では，看護における職業的アイデンティティ（＝同一性）に関する研究の動向と， 今後のAA!題

を見いだすことを目的とし，医学中央雑誌および CiNiiより文献検紫を行い概観した。全検索数のうち，要

件を満たした 89件を抽出し，「理論構築J，「尺度開発j，「発達過程J，「関連要因J，「職業的アイデンティテ

イ確立に向けての方策Jに分けて考察した。その結果，理論的枠組み，開発された尺度の特徴，右－護学生・

看護臓の発達過程，職業的アイデンティティに影響を及ぼす要因について把握することができた。また，さ

らなる理論構築の発展や因子構造の解明，時代に対応した尺度開発の必要性，職業的アイデンティティ形成

を促進させるための方策などに関する新たな知見の潜航が必要であることが示唆された。

キーワード： fl・護，職業的アイデンティティ，職業的同一性

I .緒 言

アイデンティティとは Erikson( 1973）が提唱し

た概念であり，「自我問一性Jと訳され，彼はこれ

を，「自我が特定の社会的現実の枠組みの中で定

義されている自我へと発達しつつあるという確信

であるJと述べている。つま り， 「私は何々であるJ

という自己確信であり，この自己fttt；信には，自己

意識の連続性，自分が自分であること，自分の性

格・目際 ・使命などをはっきりと捉え，それらを

自分で動かしているという実感が伴うとされてい

る。したがって，職業的アイデンティティとは，

職業人として自分はとのように仕事とかかわって

いくのか， 職業を通して自分らしさをし、かに育ん

でいくのかという社会に対する公的な自己定義と

いわれている（秋元， 2011）。

現代の看護職には，少子高齢化を踏まえた医療

の高度化，療養の場や国民のニーズの多犠化とい

った変化に的確に対応しうる資質 ・能力の向上が

いっそう求められている（厚労省，2009）。

岩井ら （200I）は，看護職の職業的アイデンテ

ィティに関する知識を替相することは，看護実践

の改善にとって不可欠であると，またグ レッグ

(2002）は，個々の看護師が職業的アイデンティ

ティを確立することは看護の質を向上させるひと

つの方法であると述べている。

看護における職業的アイデンティティに関する

研究は，者舗の専門分化（関根ら， 2006）や新人

看護師の早期離職問題（竹内， 2008）を背景にさ

まざまな視点から行われている。過去の者識にお

ける職業的アイデンティティについての文献につ

いては， ｜羽恨ら（2006）が分析しているが，ここ

では抽出 した文献の内容を分類・整理することが

中心となっており，詳k:lllな内容が示されていない

部分も多い。

以上のことから本論では，看護における職業的

アイデンティティに関する研究について概観 ・考

察し， 今後の課題を見いだすことを目的とする。

II .方法

1 .データペース

( 1) 医学中央雑誌 Web版 Ver.5 （以下，医中

誌）

(2) CiNii 

2. 検索期間

I）岐阜大学大学院医学系研究科看護学専攻 2）岐阜大学医学部看護学科
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表l 職業的アイデンティティの操作的定義

研究者 定義

松下ら（1993)
社会的現実や自分の能力・適性をふまえたうえで、自分に向いた生きがいのある職業を選びつ
つあるという感覚

グレッグ（2000) 職業との自己一体意識

下方ら（2004) 職業についての自己への位置づけ

新谷ら（2006) 
自分にとって仕事とは何なのか、社会の中で仕事を通じて自分はどのようにありたし、かなどの主
体的意識や感覚

池田ら（2009 職業領域における自分らしさの感覚

竹下ら（2010) 
職業人として自己をどのように決定し、どのように維持してし、くかをH寺間軸の中で意識的・無窓
識的に搬作し、社会に適応しながら自己の職業における存在感伐を獲得するもの

各データベースが検索可能な期間から 20日 年

7月までと した。

医中誌 ：l989年一20日年 7月

CiNii : 1993年一20U年 7月

3. 検索用語

検索用語は，「看護Jと「職業的アイデンティテ

イJおよび， 「職業的同一性Jとした。

4.文献整理と抽出要件

原著論文，または目的，方法，結果，考察が述

べられている総説を整理，抽出した。抽出した文

献を吟味し，対象別や内容別に考察した。

m.結果および考察

医中誌およびCiNiiで検索した結果，文献は l11 

件で，そのうち抽出要件にあった文献は 89件であ

った。文献の内容を吟味し，最終的に以下の 5つ

のカテゴリーに分けることができた。

I. 理論構築

2. 尺度開発

3.職業的アイデンティティとその発達過程

4.職業的アイデンティティとの関連要因

5.職業的アイデンティティ確立に向けての方簿

上 理論構築

I)用語の定義

抽出 した文献において用いられたいくつかの臓

業的アイデンティティの定義について表 lに示す。

アイデンティティとは，本来訳しにく い多義的

な用語（秋本，2011）であるため， Erikson以来，

研究者らは，先行研究をふまえたうえで，自分な

りの解釈としてi操作的定義をおき， 研究を進めて

いる。表 lをみると，どの研究者にも共通または

類似した意味の語批が見いだせる。「職業J「社

会Jf自己J「主体的J「主観的J「意識 ・感党Jな

どがそれで、ある。 これらから，職業的アイデンテ

ィティとは，職業 （社会における職業）における

主体的な自己の存在感党 （意識）と表すことがで

きょう。

2）概念枠組み

グレッグは，看護師の職業的アイデンティティ

の理論化を試みている （2002）。はじめに先行研究

から実証的研究をまとめた構造モデル （図 I）を

作成し，理論構築の必要性を明らかに したうえで，

帰納的方法により看護師が職業的アイデンティテ

ィを確立するプロセスを説明するための，初期の

領域密着型中範閤理論として提唱している。これ

には，看護師が職業的アイデンティティを確立す

るために経験するプロセスが示されている。看護

師は，「教育からの影響Jを強く受け， 人との出会

いや 「仕事の経験Jから「看護の価値を認識Jし，

「看護観を確立j していく。この過程を進む中で

看護師は， f自己の看護実践を承認Jし，それによ

って「看護へのコミッ トメント」を強め，「自己と

看護師の統合jに近づいていく。また，この 7段

階は「看護とのきずな」の最終段階へ螺旋状に向

かっていく。看護におけるl陥業的アイデンティテ

ィに関する概念を理論と して構築しようと試みた

研究者はグレッグのみであり，グレッグの提唱は，

24件の研究の恨拠や結果の考察で用いられてい

る。対象の職業的アイデンティ ティを構造化，概

念化したとき，それを既存の理論と結びつける作

業が必要となってくる。看護師がl服業的アイデン

ティティを確立するプロセスというひとつの現象

を記述した中純聞理論としてのこの構造モデノレは1

今後も看護師の職業的アイデンティティ研究に恨

付き，発展していくものと思われる。

また，理論構築とは目的を異にするが， 尺度開

発の研究では，その前提として，職業的アイデン
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図 i構 :i.!iモデJレ：唇館 とのきずな E

ティティを構成する下位尺度として概念化してい

る。これについては，尺度開発の概要（表 2）を

参照されたい。さらに，質的研究においては， 半

構成インタビューやフォーカスグループインタビ

ューから対象の職業的アイデンティティを概念

化・構造化している研究が 8件みられた。例えば，

梶谷（2004）は，中堅看護師のアイデンティティ

を自己像という側面から捉え，その影響要因をイ

ンタビューから抽出している。その他，助産師（小

泉2010），がん若諮（名越ら，2005），術生看護科

5年生（上回ら，2010）など限定された対象のア

イデンティティを探るために構造化が試みられて

いる。

2. 尺度開発

J)職業的アイデンティティ尺度

尺度開発は，対象の職業的アイデンティティを

数値化し，nlil定できるよう にする試みであり ，ifl!J
定結果は，職業的アイデンティティのliti：立にむけ

て，その教育的示唆を得たり ，方策に対する効果

の判定に用いることができる。これに｜謝する文献

は，波多野ら（1993），岩井ら（200I），佐々木ら

(2006），藤井ら（2002），根岸ら（2010）の 5件

であった。これらの尺度の概略と特徴を表 2にま

とめた。

今回抽出した文献では，波多野らの尺度を用い

たものが ll件，藤井らの尺度を用いたものが 11

件であった。次いで佐々木ら，岩井らが 2件づつ

であった。その他にも，教育学系で用いられる尺

度を利用するものや，抽出文献以外で独自の尺度

を用いたものがあった。表2をみると，開発のた

めの対象母集団の数の問題，対象選定条件の問姐，

研究方法においても限界があり， 一般化には尺度

のさらなる精練が必要である。しかし，今後もこ

れらの尺度は看護における職業的アイデンティテ

イの計測用具と して繰り返し使用されることによ

って，より高い信頼性 ・妥当性が雌立していくも

のと考える。一方，これらの尺度はν調査対象者

が共通していないため，測定の｜際には，対象の特

徴にあった尺度を選択する必要がある。表2から

もわかるように，既存の尺度は，その生成過程に

おける対象者は、それぞれ学生、一般の臨床看護

師、看護教員、行政保健師となっている。仮に、

調査対象者が、在宅医療に関わる訪問看護師や，

臓器移植コーディネーターなどの場合、これらの

尺度をそのまま利用しても，得られたデータの信

頼性の低下は否めない。アイデンティティ が

Eriksonによる「特定の社会的現実の枠組みの中で

定義されている自我jであるならば，君－；1盤を取り

巻く社会情勢の変化は，おのずと者説師の職業的

アイデンティテイへも影響してくるはずである。

たとえば波多野ら（I993）の尺度開発からは 20

年近く経過しており， H寺代に対応した尺度開発は

常に求められる。今後はあらゆる傾域に対応でき

る尺度開発や尺度の更新といった作業が必要とな

ってくる。

2）膿業的同一性地位テスト

Marcia ( 1966）は 4つの同一性地位を用いて，

青年期にある人のアイデンティティを査定する方

策を開発した。アイデンティティを4つの機相（地

位）として捉え，それは，同一性述・成，モラ トリ

アム，早期l完了，および同一性拡散といわれる。

同一性述成とは，危機を体験し，イデオロギーと

l隙業に就いて安定したコミ ットメン トを保持して

いる状態を，xい，モラト リアムとは，危機の状態
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盛 2 婚腫臓における職損的アイデンティティの各尺度の概要
研究者 開発年 母数 方法 因子の由来 下位尺度 特徴

＠職拠人としての白己向よ
学生から臨原理雪腹師

波多野ら 1993 940 横断 既存研究
②職製人としての白書参酌府

共通に用いることが
＠職拠的自己関与

できる
＠職難への肯定的イメージ

①積額職の職提週択の締り

＠看額按術への白負 学生から看顕教員ま

岩井ら 2001 182 横断 仮説尺度 ＠録者に貫献する職業としての連帯感 でのあらゆる看軍職
④学聞に貫献する職難としての眠知 t乙央付t:
＠愈者に必要とされる存在としての眠知

①匪捜職の遡択と成長への自信

庫弁ら 2002 466 横断 Erikson 
~匪摂職観の硝立 他領域も合む匪慣系
③医療現場で必要とされること〈の自負 学生対余
＠社会への貢献の志向

①斉一也

佐々木ら 2006 252 横断 Erikson 
③連続性 5年目以上の臨床看
＠白己4雪期自穆感情 軍師対象
＠適応感

①保信師としての自信

事長出ら 2010 700 横断
佐々木ら 匂職捜と白己の生活の同一化

存政保信師対余
波多野ら ③他者からの餌?..f函と白己軍事怠

＠職損への適応と硝僧

にあり，積極的に選択肢を傑し求めている状態を

言う。 さらに早期完了とは，危機を体験すること

なくコミットメントしている場合で，同一性拡散

とは，イデオロギーと職業の両方についてコミッ

トメ ントしておらず，またコミットメントをしよ

うとする努力もしていない状態を言う（グレッグ，

2000）。松下ら（1993）はこの理論に基づき，看護

学生用の職業的同一性地位テストを作成した。こ

れは，職業的アイデンティティ尺度とともに，対

象者の職業的アイデンティティの機相を捉える測

定用具として用いられており本航でも 3件の研究

で使用されていた。

いずれにしても，職業的アイデンティティ尺度，

職業的同一性地位テス トといった計測用具は，時

代に応じて今後も検証され続けるべきである。

3.職業アイデンティティとその発達過程

看護学生の職業的アイデンティティを学年別に

みた研究では l年時に最も高く， 2年生で大きく

低下し，卒業直前に再び高くなる（波多野ら，

1993；安藤ら， 1993；土屋， 2005；小厳ら，2007)

という一致した見解がみられる。松下ら（1993) 

も入学初年度の方が職業的同一性の述成感が高く，

入学後看離についての専門教育が本格的に始まる

に伴って拡散感が高まると述べており，森田ら

( 1996）の研究では同一性達成に関してのみ問機

の結果を報告している。 5年一貫牒程での縦断的

研究でも， 学生の職業的アイデンティティは学年

進行に伴って低下し，卒業年次に再び上昇する（上

回ら，2010）と報告されている。 3年間！程におけ

る看護学生の職業的アイデンティティの発達過程

はどの研究でもおよそ一致している。課程の違い

はあっても，入学H寺のアイデンティティ得点は高

いが実習の開始とともに医療現場の現実と自己の

能力の未熟さに気づかされ得点が低下，その後卒

業に向けて上昇するという傾向は共通しているよ

うである。これらの文献からは、 1990年代から者

説基礎教育において中心的な役割を担う 4年制の

大学生を対象とした知見が見当たらなかった。こ

の点についてはL言うまでもなくいく つかの一致
した知見による見解が求められる。

看護職においては，波多野ら（1993）は，職業

的アイデンティティは，就職直後は全体のうちで

i最低で，その後は徐々に向くなるとしている。さ

らに，その発達は看護臓の現実を知らないロマン

ティックな職業への憧れへの段階，現実を知って

職業への失望の段階，そして，看護職へのアイデ

ンティティを確立し， 安定する段階と 3つの特徴

的な段階をとると報告している。新入者謹師は，

者説基礎教育を修了した直後であり，その後の臨

床で受ける刺激や卒後教育いかんで職業的アイデ

ンティティの機相は異なってくると考える。した

がって，新人看護師に焦点を当てた研究は多い。

新卒看護師の職業的アイデンティティの発達は十

分とはいえず（松下ら， 1998), I 年目から 2年目

にかけての拡散の高まりについては落合ら（2007)

や竹内（2008）も問機の報告をしている。厳しい



職場に就職したという緊張と不安の中にある新人

看護師の職業的アイデンティティは，いわば，危

機からのスタートとなる。いかに卒後教育が重要

であるかが伺われる。

中堅看護師は， 5年目で職業的アイデンティテ

ィが低下する報告が 2件あるが（竹内， 2008；落

合ら，2007），卒後 7-10年は4-6年より低いと

の報告もある（和泉ら， 2010）。20代後半は仕事

も一人前となり，職場での役割lも大きくなるが，

一方で結婚や子育ての時期と重なり，アイデンテ

ィティの揺らぎが生じるのは当然の結果と もいえ

る。

中間管理者は，「これまでの職業的アイデンテ

ィティのゆらぎJf再構築Jr自己実現への取り組

みJという過程を過して危機を乗り越えていく。

職業的アイデンティティはサイクルとなり，繰り

返すことによって発達していく（案， 2004）とい

う報告がある。看護管理職においても，職業的同

一性は発達 ・成熟したり，より下位の同一性地位

へ移行したりする可能性があるこ とを示している

（大谷，1998）。

これらの報告から，中堅以降の看護師の職業的

アイデンティティはあらゆる危機に直面し， fゆ

らぎJ. r下位の同一性に移行j ながらも，「再構

築J. rサイ クルとなって繰り返しJ，「発達・成熟j
している織が伺えると同時に，この様相はグレツ

グの中範囲理論に当てはまる部分が多いと考える。

4. 職業的アイデンティティとの関連要因

I)職業的アイデンテイティに影響を及ぼす要因

職業的アイデンティティへの影響要因は多数報

告されている。学生と看護師にわけで，概観する。

①学生（図 2)

看護学生の職業的アイデンティティに影響を及

ぼす因子は2つに大別することができる。一つは

個人的背景からくる因子である。家族背最では，

両親の意向（松下ら，1993；安藤ら， 1993）や祖

父母との同居 （安藤－ら，1993）などからの影響1で，

松下らは特に母親からの影響は大きいと報告して

いる。またこの影轡は進路選択動機にも関連して

くる。看護学生はまだ，保護者の監督下にあり，

家族からの影響を受けやすいことは理解できる。

進路選択時期では， まず進路決定の時期lが早い

ものほどアイデンティティ達成が高い （松下ら，
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1993；落合ら，2006；：本多ら，2006）が， 一方で

は，入学後も進路に迷いが持続している学生も多

い（松下ら，1993）との指摘もある。

進路決定が早い学生は，何かのきっかけから，

他のものにi尊かれるのではなく， 主体的に「看護

師になりたしリという希望を抱くのに対し，進路

決定の遅い学生は，選択を迫られてとりあえず保

護者の意向に添うなどの消極的な選択へとつなが

ることが考えられる。

選択!f9J機で、は，本命進路をあき らめて入学した

ものは医療選択への自信の形成に問題がある可能

性を報告したものがある（本多ら， 2006）。職業的

アイデンティティの形成においては，「自分の決

めた道を歩む」こ との重要性が示唆された。

学生生活から受ける影響で， 目立ったものは看

護の体験である。これは，臨床実習での体験（山

内ら， 2009；辻田ら， 2011）にとどまらず，家族

が病気をした時の看護体験（安藤ら， 1993）であ

ったり，身近な死の体験（松下ら， 1993）で， 病

者と直接ふれあった経験がアイデンティティ形成

促進への大きな要因となっている。

学生個人の内的属性との関連を報告した文献は

14件と多かった。個人的背最としての内的属性は，

共感性（川守田ら，2003；風間， 2005）や援助規

r－一一ーー制－・唱前受一一一一一
！ ける軒智 ！ 

図t 看経~の電車問アイデンテイ子 ｛ I ~~·を及ぼした要因
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範意識（柴田ら， 2007），子育て観（上山， 2010)

などとの関連が報告され，学生生活から受ける内

的属性では，学生生活への適応感や興味，評価（松

本ら， 1990；松下ら， 1993；森田ら， 1996; ll!f田

ら，2005）といった学生生活に対する思いとの関

連と職業観や看護師への印象（松下ら，1993；森

田ら， 1996；野田ら，2005；三野ら， 2007）のよ

うに職業に対する思いとの関連に大きく分けられ

た。

②看護師

看護師は， 学生と比べて特徴的なのは，同じ家

族背景でも看護師自身が家肢の中心的役割｜である

ことから，配偶者や子供の有無（柴田， 2000；下

方ら， 2004；恨岸ら， 2010）が影響していること

である。問機に，結婚や出産などのライフイベン

卜や生活満足度が関連してくる（奥山，2007；池

田ら，2009）。

また， 個人的背景より も， 職場から受ける影響の

ほうが多く報告され，役職の有無（柴田， 2000;

梶谷， 2004；佐々 木ら， 2006；根岸ら， 2010）・ 経

験年数（柴田ら， 2000；岩井ら， 200l；恨岸ら，

2010）をはじめ，看護組織のチーム力，現任教育

などの職場環境や対患者関係など臨床での体験が

あげられる（下方ら， 2004；落合ら， 2007；池田

ら，2009）。さらに藍要他者では， 学生にとっての

家族や友人が，看護師においては，プリセプター

など職場の先輩やサポー 卜してもらえる同僚（梶

谷，2004；山内， 2005）にとってかわる。

以上の結果から，職業的アイデンティティに影

響を及ぼす要因についての研究は，職業的アイデ

ンティティ形成の促進にむけて，どのような側面

からのアプローチが効果的であるかを探求するこ

とであり ，これらの蓄積は，その方策に結びつく

ものと考える。

2）職業的アイデ、ンティティが影響を及ぼす要因

看護師の職業的アイデンティティが何に影響す

るのかということは，この領域での研究の意義を

問う ことであり，その意義は，宥－護学教育や看護

実践にフィードパックさせるための原点であると

考える。以下の①ー⑤は，職業的アイデンティテ

ィが何に影響を及ぼしたと考えられたのかという

報告である。

①看護技術の熟練 （増村，1999)

② 患者との相互作用の質（グレッグ， 2000)

③若雄研究活動への取り組み（紺l田ら，2003)

④患者を待たせる場面への者灘師の意識（日柿

ら， 2007)

⑤仕事の質の向上行動，職務関与 （竹内， 2008)

看護技術①は，看護実践における重要な要素で

ある。また④は，看護技術における対患者関係の

質であり ，②の意味するところに包含されると考

える。さらに③は，看誠学：の発展には不可欠であ

り，⑤は，個人のみならず，右税集団としての日・

にも作用する。したがって，これらの文献から、

およそ看護師の職業アイデンティ ティは，右・J盤研

究活ffvi，看護実践の質，石・,1：並チームの質に影響を

及ぼすことを示唆している。

5. 職業的アイデンテイティ確立に向けての方策

これまで，抽出した文献から，職業的アイデン

ティティの発達過程，尺度開発や関連要因につい

て明らかにされていることを述べ，さらに職業的

アイデンティティの形成を促進させることが，右

識や看護教育の質の向上につながることを示した。

では，どのような方策をとればi陥業的アイデンテ

ィティ形成は促進されるのであろう。次にこの問

題に｜期する研究について述べる。

これによると，学生に対する研究が ll件中 l0 

件であった。看護基礎教育における臨床実習のも

つ役割は重要であり，現状おこなわれている実押

の効果を尺度を用いて判定している研究（小野寺

ら， l992；大池ら，2002；古竿問ら， 2009）， また，

職業的アイデンティティを高めるであろう方策と

して，実習直前指導を行い，その効果をみた研究

（マイマイティら， 2006）がある。茨城県立医療

大学では， 職業的アイデンティティを育てる佼業

とはどんな授業か（落合ら，2003）といった積極

的取り組みをしており，討論テーマの特徴（落合

ら，2010）を見いだしたり，ピアエデュケーショ

ン（高木ら， 2009）， エキスパートモデルによる授

業（落合ら，2006）を行い，その効果を報告して

いる。このほか，印象的な文献として，石捕ら

(2006）は泣子メールで・の個別支援により， 学生

のアイデンティティ形成を支える事例報告や，

Yamagishiら（2008）はウェブベースでのアイデン

ティティ1iJF修をfi・った報告をしている。

このように，アイデンティティ確立のための方



策に｜期する報告は多く はない。加えて，卒後の現

任教育での効果的な方策においては， l件にとど

まっている。看護基礎教育においての報告も－r.r
して効果を高めるとは言い切れず，多く の現場で

模索が続し、ているものと考える。今後の職業的ア

イデンティティ確立に向けた方策の諮制が望まれ

る。

w.結論

看護における職業的アイデンティティに関する

文献を抽出し，理論構築，尺度開発，発達過程，

関連要因，および職業的アイデンティティの確立

に向けての方策について概観した。その結巣、今

後の課題として次のような点が明らかとなった。

I.看護師の職業的アイデンティティに｜刻する理論

の発展

2.既存尺度のさ らなる信頼性・妥当性の雌立

3.あらゆる領域の看護師や社会状況に対応した尺

度の開発や因子構造の追究

4.看護基礎教育の主流である 4年制大学生の職業

的アイデンティ ティ発達過程に関する知比が求

められること

5.看護における職業的アイデンティティの確立に

向けた方策の帯尉
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